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システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 JSSC低層ビルシステム・アクセス方法

［＜ＪＳＳＣ低層ビルシステムのご案内＞画面］

「日本鋼構造協会　会員向けホームページ」より、
「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」のバナーを押すと
「ＪＳＳＣ低層ビルシステムのご案内」画面に遷移します。

「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」では、以下の作業を行います。
1. 「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」を利用する物件の登録
2. 「柱はり適用範囲チェックシート」の作成

「ログイン」ボタンを押すと、「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」の
ログイン画面が表示されます。

を押下

［ＪＳＳＣ低層ビルシステム　ログイン画面］

利用者番号　　： 「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」利用者
登録完了メールで、ご連絡済の利用者
番号を入力して下さい。

ＣＤシリアルNo.： 「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」CD-ROM
のバーコードの下の"L"から始まる
７文字を入力して下さい。

利用者番号、ＣＤシリアルNo.を入力後、「ログイン」
ボタンを押して下さい。

を押下

画面操作説明

操作手順書
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システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 メニュー

［TOPメニュー画面］

［物件登録］機能
「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」を利用する、物件の登録
を行います。

「物件登録」ボタンを押すと、「物件　新規登録」画面へ
遷移します。

［柱はり適用範囲チェックシート作成］機能
① 「柱はり適用範囲チェックシート」を作成する為の、

部材断面データ入力を行います。
② 入力した部材断面データを利用して「柱はり

適用範囲チェックシート」を作成します。

「柱はり適用範囲チェックシート作成」ボタンを押すと、
「柱はり適用範囲チェックシート作成メニュー」画面へ
遷移します。

画面操作説明

操作手順書
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システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 物件　新規登録

［物件　新規登録画面］

「ＪＳＳＣ低層ビルシステム」を利用する、物件の入力
を行ってください。

［物件　新規登録画面（続き）］

「利用者情報」には、ログインした利用者の情報が表示
されますので、表示内容に誤りがないか確認して下さい。

入力後は、「入力確認」ボタンを押して下さい。

「TOPメニューへ」ボタン、「戻る」ボタンは、入力作業を
中止して、ＴＯＰメニュー画面へ戻ります。入力した内容
は、保存されません。

を押下

［物件　新規登録　確認画面］

入力内容の確認を行ってください。

入力確認作業の終了後、「入力完了」ボタンを押してく
ださい。入力内容が、データベースに登録され、
「JSSC低層ビルシステム」物件登録完了メールが送信
されます。

［物件　新規登録　確認画面（続き）］

を押下 入力完了後は、「ＴＯＰメニュー画面」に戻ります。

画面操作説明

操作手順書
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システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 部材断面入力 

［柱はり適用範囲チェックシート　作成メニュー画面］

「柱はり適用範囲チェックシート　作成メニュー」画面より
部材断面入力を行う物件を選択し、「部材断面入力」
ボタンを押します。

を押下

［部材断面入力　コピー元物件選択画面］

新規に部材断面入力を行う場合は、既に部材断面データ
を登録済の物件から、複写することが出来ます。

複写が必要な場合は、「既存物件のコピー」を指定し、
複写元の物件を「物件プルダウン」から選択して
「実行」ボタンを押して下さい。

複写が不要の場合は、「新規」を指定して、
「実行」ボタンを押して下さい。

［Y通り軸組図　入力画面］

「Y通り軸組図」の先頭の通りから、X通りについて入力を
行います。

既に、部材断面データが入力済の物件の場合は、前回の
入力内容が表示されます。

「メニューへ」ボタンは、入力作業を中止して、メニュー画面
へ戻ります。入力した内容は、保存されません。

画面操作説明

操作手順書
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システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 部材断面入力 
画面操作説明

操作手順書

を押下

「左右の矢印ボタン」で画面を左右にスクロールさせながら
X通りを入力します。

を押下

１つのY通りについて、「Y通り軸組み図」の入力終了後、
「次のY通り>>」を押し、次のY通りの入力を行います。

「<<手前のY通り」を押す事により、先に入力したY通りに
戻ります。

プルダウンで選択

［X通り軸組図　入力画面］

全ての「Y通り軸組み図」の入力後、「X通り軸組図」に
切替えを行います。
「X通り軸組図」では、X通りの最後通りから順に、Y通りの
入力を行います。
入力方法は、「Y通り軸組図」と同様です。

－５－

左右スクロール

通りのスクロール

軸組図の切替



システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 部材断面入力 
画面操作説明

操作手順書

を押下

［Y通り軸組図　確認画面］

入力後は、入力確認ボタンを押します。
「Y通り軸組図」の先頭の通りから、画面を遷移させながら
入力内容の確認を行います。
画面の遷移方法は、入力画面と同じです。

入力内容に誤りがある場合は、「戻る」ボタンを押して、
入力画面に戻ります。

を押下

確認画面で表示していた通りの入力画面を再表示します。

入力内容の訂正後は、再度「入力確認」ボタンを押して
下さい。

を押下

確認画面は、「Y通り軸組図」の先頭の通りから表示
します。
入力確認作業の終了後、「入力完了」ボタンを押して
下さい。入力内容が、データベースに登録されます。

入力完了後は、「柱はり適用範囲チェックシート　作成
を押下 メニュー」画面に戻ります

－６－

入力終了



システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 柱はり適用範囲チェックシート作成 

［柱はり適用範囲チェックシート　作成メニュー画面］

「柱はり適用範囲チェックシート　作成メニュー」画面より
柱はり適用範囲チェックシートの作成を行う物件を選択し
「柱はり適用範囲チェックシート作成 」ボタンを押します。

［柱はり組合せエラー画面］

入力した部材断面データのうち、「柱はり組合せ表」に無い
組合せは、「柱はり組合せエラー」画面に表示されます。

「柱はり組合せエラー」画面は別ウィンドウで表示されます
ので、「柱はり組合せエラー」画面でエラー箇所の確認を
行いながら、「部材断面入力」画面で、データの修正が
行えます。

［柱はり適用範囲チェックシート　ダウンロード画面］

入力した部材断面データの全ての柱と梁の組合せが
適切な場合は、「柱はり適用範囲チェックシートダウン
ロード指示画面」が表示されます。
ダウンロードボタンを押して、チェックシートをダウンロード
を行ってください。

「閉じる」ボタンを押すと、「柱はり適用範囲チェックシート
ダウンロード指示画面」を表示しているウィンドウを閉じ
ます。

を押下

「ファイルのダウンロード」ダイアログが表示されますので
保存ボタンを押して、ダウンロードされるファイルを保存
して下さい。

画面操作説明

操作手順書
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システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 柱はり適用範囲チェックシート作成 
画面操作説明

操作手順書

［ダウンロードファイルの解凍］
ダウンロードファイルは、ZIP形式で圧縮してあります。
解凍ツールを使用して、解凍を行ってください。

解凍後のファイル
ファイル名 ファイル説明
TEISO_CHECKSHEET.txt 部材断面データ
TEISO_CHECKSHEET.xls 「柱はり適用範囲チェック

シート作成 」プログラム

［解凍ツールを使用しない場合］
解凍ツールを使用しない場合は、Windowsの解凍機能を
利用します。
ダウンロードした「CHECKSHEET.zip」をダブルクリック
して下さい。

「CHECKSHEET.zip」をダブルクリック

「CHECKSHEET」フォルダーが表示されますので、
デスクトップ等にコピーして下さい。
「CHECKSHEET」フォルダーが解凍されます。

※）画面の例は、WindowsXPですが、WindowsVista
でも同様です。

－８－



システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 柱はり適用範囲チェックシート作成 
画面操作説明

操作手順書

［柱はり適用範囲チェックシート作成］ TEISO_CHECKSHEET.xlsをダブルクリックすると、
EXCELマクロが起動しますので、「マクロを有効にする」
を押してください。

［チェックシート作成のインジケータ］
チェックシート作成中は、インジケータが表示されます
作成が終了したら、ＯＫボタンを押してください。

［チェックシート作成後］
チェックシートは、「Result」フォルダーに作成されます。

－９－



システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 柱はり適用範囲チェックシート作成 
画面操作説明

操作手順書

［「Result」フォルダー］
［ファイルの説明］
●柱梁チェックシート

ファイル名は、
「階_通り_軸_下柱-上柱_左梁-右梁.xls」です
柱や、梁がない箇所は、"00"となっています

例１） 「2_Y2_X2_BCR2512-BCR2512_RH3015-RH3015.xls」
２階、Y2通り、X2軸
下柱=BCR2512、上柱=BCR2512
左梁=RH3015、右梁=RH3015
「＋」型のチェックシートです

例２） 「1_X1_Y1_BCR3012-BCR3009_00-RH3517.xls」
１階、X1通り、Y1軸
下柱=BCR3012、上柱=BCR3009
左梁=なし、右梁=RH3517
「ト」型のチェックシートです

●柱脚チェックシート
ファイル名は、
「通り-軸.xls」です

例） Y1-X2.xls
Y1通り、X2軸
についての柱脚チェックシートになります。

●処理結果
ファイル名は、「処理結果.xls」です。
チェックシートが正しく作成できたか確認出来ます。

－１０－



システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 柱はり適用範囲チェックシート作成 
画面操作説明

操作手順書

［「柱はり適用範囲チェックシート」ファイル］

色の付いているセルのみ入力可能となっています。
ベージュ色のセルは「□」または「■」をドロップダウン
から選択してください。

左右大梁の水平MEを入力後、自動計算されるME/Myに

対応する値の「採用」を「■」に変更してください。

左右大梁の採用とする値が選択された際、エラーが
存在する場合は、Excelファイル上部にメッセージが
表示されます。
エラーが存在しない場合は、「判定」が「■」に自動
更新されます。

－１１－

「柱はり適用範囲チェックシート」の利用方法



システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名 柱はり適用範囲チェックシート作成 
画面操作説明

操作手順書

［複数ファイルの一括印刷方法］
印刷するファイルを全て選択後、マウスで右クリックから
「印刷」を選択してください。

［ファイル表示順の変更方法］
エクスプローラ上の「更新日時」タブをクリックします。
ファイルの表示順が更新日時順に変更されます。
柱はり適用範囲チェックシートの入力がどこまで
完了したかわからなくなった際にご使用ください。

－１２－



システム名 ＪＳＳＣ低層ビルシステム

機能名

１．動作環境

１．１． ブラウザー
Internet Explorer Ver ： 6 , 7で動作を確認しています。

１．２． ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ
本システムでは、値の入力チェック等で、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔを利用しています。
ブラウザーの設定で、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔを有効にして下さい。
（通常は、有効になっています。）

１．３． 「柱はり適用範囲チェックシート」の作成には、EXCELマクロを利用しています。
EXCEL2000,2002,2003,2007で動作を確認しています。

２．セキュリティの警告について
JSSC低層ビルシステムのページでは、暗号化により通信を行います。
このため、このページを表示する前にセキュリティ証明書（サイト証明書）を受け付けるかどうか確認する
ウィンドウが表示される場合があります。
セキュリティ上問題はありませんので処理を続行してください。

●注意事項

操作手順書
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